　　　鳥取おやこ劇場規約　　　　昭和47年5月13日制定　
昭和47年10月29日改定　　　昭和49年10月20日改定　　　昭和52年4月 1日改定
　　　　　昭和54年 ４月 １日改定　　　昭和61年 ４月13日改定　　　平成10年4月16日改定
　　　　　平成11年 ４月15日改定　　  平成20年 ４月17日改定
第1章 総則

　第１条（名称および位置）

　　　この会は、児童文化を育成し、子どもの文化環境をよくしようとする子どもと大人の自主的な集いであり「鳥取おやこ劇場」と呼び、事務所を鳥取市内に置きます。

第2章 目的と活動

　第２条（目的）

　　　この会は、すぐれた児童文化に接するとともに、親と子が、その創造発展のため努力し、それを通じて友情と自主性、創造性を育み、美しい心と真実を愛する豊かな人間性をつちかうことを目的とします。
　第３条（活動）

　　　この会の目的を達成するために、次の活動を行います。

1. 舞台劇、人形劇などの鑑賞、創造のために定期、または臨時に例会をもつこと。

2. 地域文化諸団体と提携し、すぐれた児童文化の創造発展に努めること。

3. 研究会、座談会などを開いて、児童文化の創造発展に努めること。

4. 子どもの自主的な活動（スポーツ、ハイキング、絵を描く会、文化祭など）を育成、援助すること。

5. 機関紙、ニュースなどを発行すること。

6. その他、会の目的を達成するための事業。

第3章 会員
第４条（資格）

　　　児童文化を愛好する子どもと大人は、所定の手続きをすることで、だれでもこの会の会員になることができます。

　第５条（活動参加）

　　　会員は、一定の会費を払い、会の行う活動に自由に参加できます。
第４章　中高生会員

　第６条（資格）

中学生・高校生とその保護者は所定の手続きをすることで、中高生会員になることができます。ただし小学生以下の会員を有する保護者は、その対象とはなりません。
　第７条（活動参加）

　　　中高生会員は、一定の会費を払い、会の行う活動に参加できます。

第５章　賛助会員

第８条（資格）

　この会の目的と活動に賛同し、財政的に支援する会員です。

第６章　機関および役員
　第９条（サークル）

1 会員は原則として地域、職場などの単位により３名以上でサークルを作ります。

2 この会の活動、連絡などは、原則としてサークルを単位として行います。
3 各サークルは1名の代表者を選びます。

4 各サークルは、構成員の民主的な話し合いで、この会の目的に沿った独自の活動をすることができます。

　第１０条（ブロック）

1 サークルが集合して地域にブロックを作ります。

2 各ブロックはブロック委員若干名を選びます。

3 各ブロックは、ブロック内にある各サークルの連絡協調をはかり、民主的な話し合いで、この会の目的に沿った独自の活動をすることができます。

　第１１条（総会）

1 総会は各サークル1名、ただし30名を超えるサークルについては、30名を超えて30名ごとに1名の代議員で構成し、この会の最高の決定機関とします。
2 総会の成立は代議員の過半数の出席を必要とし、議決は出席者の過半数の賛成を必要とします。

3 次の事項の決定には総会での議決を必要とします。

1. 例会の年間計画 　　　イ.予算、決算の承認　　　ウ.役員の選出　　　エ.規約の改廃

4 総会は年に１回、年度末から2箇月以内に運営委員長が召集します。ただし、運営委員が必要と認めた場合、および、サークル代表者の４分の１以上の要請があった場合には、運営委員長は１箇月以内に臨時総会を招集しなければなりません。

　第１２条（役員）

1 この会に次の役員を置きます。

運営委員長　１名　　副運営委員長　若干名　　運営委員　若干名　　ブロック委員　若干名事務局長　　１名　　事務局次長　　２名　　　会計監査　　２名

　　②　役員は総会で選出され、任期は１年とします。ただし、再選は妨げません。

　第１３条（委員会）
1 委員会は、総会で選出された運営委員、ブロック委員で構成し、総会に告ぐ決定機関とします。

2 委員会の成立は、運営委員、ブロック委員の過半数の出席を必要とし、議決は出席者の３分の２の賛成を必要とします。

　第１４条（運営委員会）

1 運営委員会は、総会での決定事項を執行するとともに、この会の活動が円滑に行われるよう必要な措置を取る機関であり、総会で選出された運営委員で構成され、運営委員の互選により選出された運営委員長が、必要に応じて召集します。

2 運営委員会の成立は、運営委員の３分の１以上の出席を必要とし、議決は出席者の過半数の賛成を必要とします。

　第１５条（専門部）

1 この会の活動を円滑にするために、運営委員会のもとに、運営委員を部長とする専門部を設けることができます。
2 会員はだれでも専門部員になることができます。

　第１６条（事務局）

1 この会に事務局を設け、若干の事務局員をおきます。

2 事務局は、総会で選出された事務局長のもとで、会の運営に関する一切の事務を行います。

第７章　財政

　第１７条（経費）

　　　この会の会費、入会金及び会に対する寄付金は、この会の目的を達成するための活動を行う経費に充当します。

　第１８条（会費及び入会金）

1 会費は毎月、別に定める一定の金額の会費を出し合います。

2 入会金は、入会と同時に納入し、その金額は１人につき５００円とします。

　第１９条（会計年度）

　　この会の会計年度は、４月１日から翌月の３月３１日とします。
